
第 1章 マクロ経済学の枠組み（その２） 
 
1-2 GDPの性質（つづき） 
（1-2-2） 
① マクロ経済の ISバランスとは何を意味しますか。またそれはどのように表されますか。 
② 可処分所得とは何ですか。政府部門や海外部門を入れると、IS バランスはどのように
表されますか。 

 
(1-2-3) 
① 国民経済計算（SNA）とは何ですか。日本ではどの機関がそれを作成していますか。 
② 総生産（Gross Products）と純生産（Net Products）の違いは何でしょうか。また国
内生産（Domestic Products）と国民生産（National Products）の違いは何でしょうか。 
③ 市場価格表示の生産（所得）と要素費用表示の生産（所得）の違いは何でしょうか。 
④ 国内総生産（GDP）と国民所得（要素費用表示の NI）はどのような関係にありますか。 
⑤ 市場で取引されない財・サービスのうち、GDPに含まれるものは何ですか。その価値
はどのようにして計測されますか。 

 
(1-2-4) 
① マクロ経済指標としてのフロー指標とストック指標はそれぞれどのようなものですか。 
② 企業の保有する資本設備、ならびに企業が今年実行する設備投資は、それぞれフロー・

ストックのどちらですか。両者はどのような関係にありますか。 
 
1-3 国際収支表 
① 国際収支表とは何ですか。それはどのような項目から成り立っていますか。 
② 経常収支は、どのような項目から成り立っていますか。 
③ 資本収支は、どのような項目から成り立っていますか。 
④ ある期間において、日本の経常収支が黒字のとき、資本収支はどのようになっていま

すか（外貨準備は変化しないものとします）。 
 
1-4 物価と失業率 
(1-4-1) 
① 名目 GDPと実質 GDPはどのように違いますか。 
② 実際に使用されている代表的な物価指数の例を挙げなさい。 
③ 実質 GDPの成長率と名目 GDPの成長率はどのような関係にありますか。 
 
(1-4-2，1-4-3) 
① マクロ経済学における短期と長期は、それぞれどのような状態を指しますか。 
② 長期における失業者はどのようなタイプの失業者ですか。また完全雇用とは何ですか。 
③ 非自発的失業者とはどのような失業者ですか。なぜそのような失業が生じるのですか。 
④ 現実の失業率（完全失業率）はどのように定義ざれますか。 



［問題演習］ 
１ 次の文章中の（１）～（５）に適切な語句を下の語群から選びなさい。 

「われわれが新聞で見かける GDP（国内総生産）は、（１）統計において次のように定義さ
れる。すなわち、企業に代表される生産部門がある一定期間に国内で生産した財・サービ

スの産出総額から中間投入額を差し引いたものを（２）というが、それを一国全体で集計

したものが GDPである。かつては GDPよりもむしろ GNP（国民総生産）が一国の経済活
動水準の指標として用いられていたが、GNPは GDPと異なり、海外からの（３）の純受け
取り（受け取り－支払い）を含むため、国際貿易や企業の多国籍化が進んだ近年では用い

られなくなってきた。 

一国の経済的な豊かさを示すその他の指標として NDP（国内純生産）や NI（国民所得）
がある。NDPは GDPから（４）を差し引いたものである。また NIとは，GNPから（４）
を差し引き，さらに（間接税－補助金）を除いた（５）表示の NNPとほぼ同義である。」 
［語群］  

 

（ア）固定費用  (イ) (粗)付加価値  (ウ) PFI  (エ) SNA  (オ) 営業余剰 
（カ）要素費用 （キ）市場価格  (ク) 固定資本形成  (ケ) (要素)所得  (コ) 租税  

（サ）固定資本減耗 

 
２ 以下の文章群（１）（２）において正しくない文章をそれぞれ１つ選びなさい。 

（１） 

（ア）日本の GDPには、海外で働く日本人の所得が含まれない。 
（イ）外国の GDPには、その国で働く日本人の所得が含まれる。 
（ウ）政府サービスの付加価値は、それに要した費用を用いて間接推計される。 

（エ）家計の家事サービスは、それと同額の市場価値を帰属価格として計上する。 

（２） 
（ア）実質 GDPは、名目 GDPを物価水準で割ることにより得られる。 
（イ）GDPデフレータは、実質 GDPを名目 GDPで割ることにより得られる。 
（ウ）ラスパイレス指数は、基準時の数量でウェイト付けを行うことで得られる。 
（エ）パーシェ指数は、速報性が求められるような経済統計には適用されない。 

 
３ 次の表より、この期の GDPの値として正しいものを選択肢から選びなさい。 
 

民間最終消費支出        60 政府最終消費支出         35 

固定資本減耗           5 間接税              25 

国内総固定資本形成       40 補助金               5 

在庫品の増加          10 財・サービスの輸入        30 

財・サービスの輸出       20 海外からの要素所得純受け取り   10 

 

（ア） 90  （イ） 135  （ウ） 155  （エ） 220 

 


